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新型コロナウィルス感染予防もスタンダード・プリコーションで行われます。 

１） マスク → 飛沫感染予防 

購入が困難となっていますが、午前・午後で交換すべきです。 

ガーゼを入れてガーゼ交換する。 

装着・脱着方法を遵守する事。 

マスク表面には接触しない事。 

２） 手洗い → 接触感染予防 

各診療所により設備状況が異なります。どちらかの選択です。 

患者の診療毎に、またトイレ終了後、食事前に行う事をスタッフ全員に徹底し

て下さい。 

① アルコール手指消毒 

約 3ml（1 回噴霧）、20～30 秒間で擦り込む → 手袋装着 

手袋脱着時も同様に手指消毒を行います。 

最も推奨される方法です。 

② 消毒液＋流水による手洗い 

約 1 分間、揉み洗い → 未滅菌ペーパータオル → タオルは廃棄 

→ 手袋装着 

手袋脱着時も同様に手洗いを行います。 

３） フェイスシールド（ゴーグルなど）の装着 → 飛沫感染予防 → 一回ずつ

破棄する 

切削時などに唾液・血液が飛沫するので、必ず介助者にも装着します。 

結膜感染の予防に必要です。 

ゴーグル表面は、毎回使用後にアルコール清拭して下さい。 

４） 接触感染予防 

診療中を含め、手指による眼瞼周囲皮膚、鼻腔周囲への接触を避ける必要があ

ります。花粉症の時期も重なり、忘れやすいので十分注意して下さい。 

診療室のドア・ノブ、レントゲン室のドア・ノブ、トイレのドア・ノブなどを

一日数回アルコール清拭することも大切です。 

５） 院内掲示 

日本歯科医師会 HP に、医院入り口及び診療室に掲示するポスターが掲載され

ていますのでご利用下さい。 
















